
　
出
品
牛
は
「
種
牛
の
部
」「
肉
牛
の
部
」

と
も
に
各
出
品
道
府
県
産
で
あ
り
、
雌
・
雄

牛
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
改
良
組
合
内
で
生

産
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
遺
伝
的
改
良
が
選
抜
と
交
配
の

繰
り
返
し
で
あ
る
、
と
い
う
育
種
改
良
の
基

本
原
則
に
加
え
、
遺
伝
的
多
様
性
の
維
持

を
狙
い
と
し
た
も
の
で
す
。
２
０
１
９
年
に
生

ま
れ
た
和
牛
の
繁
殖
雌
牛
の
近
交
係
数
の

平
均
は
９
・
５
％
と
な
っ
て
お
り
（
図
１
）、

早
晩
に
１０
％
に
到
達
す
る
見
込
み
で
す
。

　
国
内
の
遺
伝
資
源
の
み
で
交
配
を
継
続

な
く
質
も
大
切
で
す
。
脂
肪
の
質
は
、口
ど

け
の
良
さ
と
な
り
、食
感
や
風
味
に
も
か
か
わ

り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
脂
肪
交
雑
の
改
良

を
維
持
し
な
が
ら
、
美
味
し
さ
に
寄
与
す
る

形
質
の
改
良
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
今
大
会
よ
り
、６
〜
８
区
（
表

１
）
の
、
評
価
を
「
肉
質:

歩
留:

脂
肪
の

質
＝
１:

１:

１
」
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、Ｂ
Ｍ

Ｓ
№ 

１０
以
上
の
肉
質
評
価
を
一
律
と
し
た
の

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
特
に
注
目
し
た
い
の
が
、

第
７
区
の
「
脂
肪
の
質
評
価
群
」。
脂
肪
の
質

の
比
重
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、Ｂ
Ｍ
Ｓ 

№

８
以
上
の
肉
質
評
価
を
一
律
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
交
雑
脂
肪
の
形
状
も
評
価
に
加
え
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。
こ
れ
は
、
サ
シ
が
細
か

く
入
る
も
の
ほ
ど
筋
繊
維
が
細
か
く
、
肉
質

が
や
わ
ら
か
く
な
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
同
じ

Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
で
も
サ
シ
が
細
か
く
入
る
方
が
タ
ン

パ
ク
質
の
割
合
が
高
く
、
ア
ミ
ノ
酸
の
量
を
増

や
す
こ
と
に
つ
な
が
る
の
が
理
由
で
す
。
こ
う

し
た
考
え
方
に
よ
り
、
食
味
性
が
高
い
と
期

待
さ
れ
る
枝
肉
を
高
く
評
価
し
、
こ
れ
ら
の

価
値
を
高
め
、
新
た
な
牛
肉
の
価
値
観
を
構

築
し
よ
う
と
い
う
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

　
前
回
の
宮
城
大
会
で
付
帯
行
事
と
し
て

設
定
さ
れ
た
「
復
興
特
別
出
品
区
」
を
正

式
な
出
品
区
と
し
、
今
大
会
か
ら
特
別
区

知
で
し
ょ
う
か
。

　
実
は
、和
牛
の
審
査
項
目
の
１
つ
で
あ
る「
品

位
」と「
分
娩
間
隔
」は
好
ま
し
い
関
係
に
あ

り
ま
す
。
品
位
の
良
い
牛
と
は
、
体
の
線
が
綺

麗
（
輪
郭
鮮
明
）
で
、
骨
が
よ
く
し
ま
り
、

肩
の
付
着
が
良
い
牛
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う

し
た
特
徴
に
注
目
す
る
と
、
審
査
理
由
へ
の

理
解
が
深
ま
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
共
進
会
で
は
外
貌
（
外
見
）

審
査
を
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
分
娩
間
隔
の

短
い
牛
に
共
通
す
る
外
貌
上
の
特
徴
を
ご
存

　
種
牛
の
部
で
は
、
特
別
区
（
表
１
）
を

除
き
、
母
牛
や
本
牛
に
繁
殖
能
力
の
条
件

を
設
け
て
い
ま
す
。①
初
産
月
齢
が
２８
カ
月

以
内
、②
分
娩
間
隔
が
４
０
０
日
以
内
、
ま

た
は
、 

②́
分
娩
間
隔
の
育
種
価
が
各
道
府

県
の
平
均
値
以
上
の
レベル
で
あ
る
こ
と
、
な

ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は「
和
牛
力
」

と
し
て
、
和
牛
に
本
質
的
に
備
わ
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
「
年
１
産‒

分
娩
間
隔
３
６
５

日
」
を
目
標
と
し
、鹿
児
島
大
会
ま
で
に「
４

０
０
日
以
内
を
目
指
そ
う
」
と
い
う
想
い
を

込
め
て
設
定
し
ま
し
た
。

第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

鹿
児
島
大
会
の
見
ど
こ
ろ

養牛

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
和
牛
に
お
い
て
、

近
交
係
数
を
下
げ
る
こ
と
は
不
可
避
で
あ

り
、
上
昇
の
ス
ピ
ー
ド
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
各
道
府
県
が
遺
伝
的
に
特
色
あ

る
集
団
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
全
共
で
は
産
地
の

条
件
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
第
４
区
「
繁
殖
雌
牛
群
（
表

１
）」
は
、
母
系
が
３
代
以
上
に
わ
た
り
県
内

産
で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
ま
す
。
出
品

牛
は
、
各
道
府
県
で
代
々
改
良
を
継
続
し
て

き
た
繁
殖
雌
牛
で
す
。
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
牛

と
し
て
、
名
実
と
も
に
磨
か
れ
て
き
た
全
国
の

「
地
域
の
宝
牛
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
の
和
牛
去
勢
の
Ａ―

５
等
級

の
割
合
は
５６
・
１
％
に
達
し
、Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
の
平

均
値
は
８
・
１
と
な
り
ま
し
た
（
日
本
食
肉

格
付
協
会
よ
り
）。

　
現
在
は
、
脂
肪
交
雑
の
多
い
牛
肉
の
み
な

ら
ず
、
消
費
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
脂

肪
交
雑
だ
け
で
は
「
美
味
し
い
牛
肉
」
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
牛
肉
の
美
味
し

さ
の
一
要
素
で
あ
る
ア
ミ
ノ
酸
は
赤
身
の
部
分

に
含
ま
れ
、
脂
肪
交
雑
が
増
え
る
と
、こ
の

ア
ミ
ノ
酸
の
量
が
減
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。ま

た
、「
美
味
し
い
牛
肉
」は
脂
肪
の
量
だ
け
で

「
高
校
及
び
農
業
大
学
校
」
を
新
設
し
ま
し

た
。
前
回
大
会
の
１４
校
１４
頭
か
ら
、
２５
校

２５
頭
に
増
え
、
未
来
の
担
い
手
た
ち
の
出
場

に
か
け
る
熱
量
を
感
じ
ま
す
。

　
出
品
校
、
あ
る
い
は
県
内
の

学
校
で
生
産
さ
れ
た
牛
を
出
品
の
条
件
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
出
品
牛
は
１４
〜
２０
カ
月

齢
未
満
に
な
り
ま
す
が
、
授
精
時
点
か
ら
２

年
近
く
が
経
過
し
て
お
り
、
出
品
者
と
し
て

出
場
す
る
生
徒
は
先
輩
か
ら
の
タ
ス
キ
を
譲

り
受
け
、
ア
ン
カ
ー
と
し
て
鹿
児
島
県
の
舞

台
に
立
つ
こ
と
と
な
り
ま
す
。こ
の
過
程
は「
取

り
組
み
発
表
」
と
し
て
審
査
さ
れ
ま
す
。「
出

品
牛
」
と
「
取
り
組
み
発
表
」
の
２
つ
の
成

果
で
競
う
の
が
、
こ
の
特
別
区
の
特
徴
で
す
。

　　
１０
月
に
は
、「
繁
殖
能
力
に
優
れ
た
牛
」、

「
地
域
の
宝
牛
」、「
美
味
し
い
牛
」、「
若
い
力
」

が
鹿
児
島
県
に
集
結
し
ま
す
。
新
型
コロ
ナ

ウ
イ
ルス
感
染
症
の
影
響
も
危
惧
さ
れ
る
中
、

安
心
し
て
大
会
に
来
場
い
た
だ
く
た
め
、
入

場
時
の
検
温
や
手
指
消
毒
等
基
本
的
な
感

染
対
策
の
徹
底
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

今
大
会
か
ら
式
典
や
「
種
牛
の
部
」
の
審

査
状
況
、「
肉
牛
の
部
」
の
セ
リ
等
を
オ
ン

ラ
イ
ン
配
信
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
詳

細
は
後
日
、
公
式
Ｈ
Ｐ（https://zenkyo- 

kagoshim
a.com

）
に
て
発
表
い
た
し
ま
す
。

多
く
の
方
々
に
鹿
児
島
全
共
を
ご
覧
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

図1　生年別の近交係数と頭数の推移

鹿
児
島
全
共
に
は「
〇
〇
」が
集
結
!?

⑷
和
牛
の
担
い
手
を
育
も
う
！

「
若
い
力
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鹿
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に
集
結
!?

⑸
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令
和
４
年
10
月
６
〜
10
日
、鹿
児
島
県
霧
島
市
牧
園
町（
種
牛

の
部
）と
南
九
州
市
知
覧
町（
肉
牛
の
部
）の
２
会
場
で「
第
12

回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。今
大
会
で
は
、

特
別
区
と
し
て
高
校
及
び
農
業
大
学
校
か
ら
出
品
さ
れ
る
25
頭

を
含
め
、41
道
府
県
か
ら
種
牛
２
９
０
頭
、肉
牛
１
６
９
頭
、計
４

５
９
頭
が
出
品
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　「
和
牛
新
時
代 
地
域
か
が
や
く
和
牛
力
」を
テ
ー
マ
と
し
た
、

今
大
会
の
見
ど
こ
ろ
を
お
伝
え
し
ま
す
。

⑶
新
た
な
牛
肉
の
価
値
観
を
構
築
し
よ
う
！

「
美
味
し
い
牛
」が
集
結
!?

鹿
児
島
全
共
に
は

⑵
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
を
高
め
よ
う
！

「
地
域
の
宝
牛
」が
集
結
!?

鹿
児
島
全
共
に
は

⑴
目
指
せ
！
分
娩
間
隔
４
０
０
日
以
内

「
繁
殖
能
力
に
優
れ
た
牛
」が
集
結
!?

鹿
児
島
全
共
に
は

和牛集団の遺伝的多様性の維持・拡大と、地域における特色ある系統の再構築
と造成を目指し、将来にわたって系統の特色ある遺伝子を保留・固定していくた
めの種雄牛候補の造成を目的とした区。

改良組合活動の活性化による増頭意欲の向上とともに、全共参加者の拡大を
促すことを狙いとした区。
積極的に改良組合内に選抜・保留し、地域全体の生産基盤の安定と拡充につ
なげる。

地域の特色ある雌牛集団づくりの実現と、育種組合及び改良組合活動による
改良成果の確認と技術向上を目的とした区。
３代以上（本牛－母－母方祖母）にわたり自道府県内で生産されてきた成雌牛３
頭を１群にて出品。

種牛能力と産肉能力を総合評価する出品区で、地域の改良の中核を担う種雄
牛の産子を実証展示し、各地域の改良成果を確認することを狙いとした区。
同一種雄牛の産子を種牛群（４頭）と肉牛群（３頭）合わせて１群として出品。

脂肪の質の育種価評価体制の構築により、脂肪の質の改良につなげることを目
的とした区。
一価不飽和脂肪酸（ＭＵＦＡ）またはオレイン酸の育種価が算出された同一種雄
牛の去勢肥育牛産子３頭を１群として出品。

効率的でかつ美味しい和牛肉生産を目指し、改良された和牛の能力と肥育技
術により、和牛の魅力を最大限に引き出すことを目的とした区。
１つの道府県から２頭までで、年齢の制限が設けられた種雄牛の去勢肥育牛産
子を単品として出品。

農業教育とその学習活動を通じた和牛の理解醸成と担い手の育成を目的とし
た区。
和牛を飼育する高校及び農業大学校で生産・飼育された若雌１頭が出品され、
出品牛と取り組み発表に対する総合的な審査を行います。

2区と同じ。

表1　

母－娘－孫娘にわたる改良の成果の確認と、優良雌牛系統の地域への保留推
進と拡大を狙いとした区。
高等登録の母牛と娘牛及び孫娘牛の直系３代にわたる３頭を１群として出品。

1

区 タイトル 月齢 概略

2

3

4

5

6

7

8

若雄

若雌の1

若雌の2

繁殖雌牛群

高等登録群

総合評価群

脂肪の質
評価群

去勢肥育牛

高校及び
農業大学校

15～23カ月未満

14～17カ月未満

17～20カ月未満

（3産以上）

14カ月以上

種牛:17～24カ月
          未満
肉牛：24カ月未満

24カ月未満

24カ月未満

14～20カ月未満
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